
◆活用団体 跡市廃校利活用委員会（任意団体）

◆センパイNPO 一般社団法人大谷ひはやの杜

  大谷地区森の家プロジェクト

◆センパイNPOから学んだこと

①ファンドレイジングサービス「 READYFOR 」を使った感想

②廃校（大谷小学校）活用に至るまでの経緯

③クラウドファンディングを始めるまでにすべきことや返礼品の設定、作業負担について

センパイＮＰＯ派遣を
きっかけに、

繋がりができる！

ふるさと島根定住財団の支援メニューにセンパイNPO派遣事業があります。ご好評いただき、年々活用件
数が増えています！活用した団体の皆さまからは「どこに聞いたら良いか分からないことも相談できる」
「他の団体がどんな方法で行っているのか知ることができた」など活用して良かった！という感想をいた
だいています。団体活動の中でのちょっとしたモヤモヤ、悩みをセンパイNPOに相談し、アドバイスをも
らってみませんか。また、センパイNPO派遣がきっかけで団体同士の繋がりも築けます！

おすすめ！センパイNPO派遣事業 アドバイスをもらって悩みスッキリ！
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↑ センパイNPO派遣の様子

県内NPOで活躍する現役のセンパイから気軽にアドバイスがもらえる支援メニューです。
センパイNPOで対応していただいた団体への、謝金・旅費*は定住財団が負担します。また、
相談先となるセンパイNPOのご紹介も可能です。団体活動を継続していく中での悩みや相談
事はもちろん、これまでの経験談等を伺い、今後の活動のヒントにされるのも良しです！
*謝金・旅費については定住財団の規定内でお支払いさせていただきます。

◆活用団体 NPO法人むぎくさ

◆センパイNPO NPO法人まちづくりネットワーク島根

◆センパイNPOから学んだこと

①活動計算書や確定申告の書類を確認し、処理の仕方について相談・確認

（寄付金は税金がかからないことや、どの勘定科目を使っているのか）

②実際にセンパイNPO法人の会計書類を見ながら仕分け方法を学ぶ

③スタッフを雇用するにあたり、必要な書類について確認

（雇用契約書・就業規則等を作成しておくことでトラブル防止に繋がる）

◆活用団体 ＮＰＯ法人アズイット出雲

◆センパイNPO ＮＰＯ法人コミュニティサポートいずも

◆センパイNPOから学んだこと

①NPO法人を選んだ理由について（法人格の違い、自由に活動展開できる？）

②設立時の事業計画や予算書の立て方、考え方について

③NPO法人会計の方法（お勧めの会計ソフトは？顧問税理士は必要？）

④定款について

 （介護保険の事業記載の仕方、活動の種類についてなど）

センパイNPO派遣活用事例紹介

センパイNPO派遣事業とは？

NPO法人アズイット出雲

【クラウドファンディングについて相談】

いろいろお話が
聞けて良かった！

← センパイが成功させた

 クラウドファンディングページ

センパイNPO
＼派遣はこちら／

← 廃校の利活用

 旧大谷小学校

【法人設立に向けての相談】

悩みが相談できて、
気持ちが軽くなりま
した！

しっかりと見据えた上での
計画、仲間づくりが必要
と感じました。

同じ地域、同じ分野での活動、
お互い頑張りましょう！

※地域づくり団体・任意団体も利用OK！

【会計処理やスタッフを雇用するにあたっての相談】



Information

団体活動を継続していくためには、助成金等の資金調達は必要不可欠です。本セミナーでは、申請書の記載ミスを最

小限にすることで、助成金採択率アップに繋げ、団体活動の継続と、事務力向上に資することを目的として開催しま

す。また、助成制度合同説明会を同日開催し、県の外郭団体等で実施する助成制度を知ってもらう機会を設けます。

説明会後、助成金の個別相談もおこないますので、皆様ぜひご参加ください。

「助成金申請書 書き方セミナー＆助成制度合同説明会」を開催します

■日程／会場

松江会場 令和7年10月2日（木）／島根県民会館(3F) 大会議室

浜田会場 令和7年10月8日（水）／浜田合同庁舎(5F) 中会議室

■説明会参加団体

社会福祉法人島根県共同募金会 公益財団法人しまね自然と環境財団 公益財団法人しまね文化振興財団

公益財団法人しまね女性センター(松江のみ参加) 島根県NPO活動推進室 公益財団法人ふるさと島根定住財団

※開催詳細は同封のチラシをご覧ください。

助成金申請書書き方セミナー

＆

助成制度合同説明会

島根県では、現在約250名の地域おこし協力隊が島根を盛り上げるために活動中です。本サイトで

は、19市町村の隊員の活動日誌や、研修会等の隊員向け情報、隊員の募集情報等を掲載して

います。「自分の地域ではどんな協力隊員が活動しているのか」「今、島根ではどんな協力隊の募集が

あるのか」等をタイムリーに知ることができます。ぜひ、ご覧いただき「フォロー」や「スキ」をお願いします！

こちらのQRコード

からご覧ください

「しまね地域おこし協力隊note」日々、情報発信中！

＼活動日誌・協力隊募集 など／

NPOが本音で語り合う場、「出雲NPO交流会」を開催しました！

7月29日、湯の川カフェ ななほしにて「出雲NPO交流会」を開催しました（NPOネットワーク出雲と定住財団の共同

開催）。「ぶっちゃけ！NPO本音トーク」と題し、出雲市内で活動するNPO法人同士が課題・悩みを共有し、解決の

糸口を見つけていくための勉強会をおこない、後半ではワールドカフェ形式で交流会を実施し、団体同士の横のつなが

り作りをおこないました。NPOネットワーク出雲主催事業としては初めての試みで、今後さらにネットワークを強化し

広げていくための第一歩となりました。ネットワーク代表の原成実さんは「非常にいい会になった。これをきっかけに

活動を広げていきたい」と話しました。

▲勉強会の様子

勉強会「ぶっちゃけ！NPO本音トーク～未来のために今を語ろう～」の一部を公開！

▲グループワークの様子 ▲交流会後の集合写真

▲講師の毎熊さん

「NPOに就職するなら」と仮定して学

生が重視するのは、社会的使命、組織基

盤、職場環境、情報公開など、実に基本

的なことです。担い手不足解消に近道は

なく、NPOの原点を見直し、地道に力

をつけることが重要です。

島根大学教授・NPO法人しまね子ども支援プロジェクト理事長の毎熊浩一

さんを講師に招き、「NPOに就職するならどんな組織がいい？」という学

生レポートの共有や、若者の政治参加の取り組み「こども投票」について

お話しされ、人手不足の課題を抱えるNPOがどうしたら“選ばれる”団体に

なるのか、また行政や政治に対して提言をしていく

重要性などを学びました。また、グループワークで

はNPOネットワーク出雲のメンバーがファシリテー

ターとなり、課題解決マトリックスを参考にしなが

ら優先順位を付け、解決策を発表しました。参加者

からは「解決策まで考えられたのがよかった」

「ネットワークのこれからの事が話せた」という声

があり今後の活動に活きる勉強会となりました。

▼詳細はこちら



①公園財団 公園・夢プラン大賞2025

②【実現した夢部門】

最優秀賞:賞状+副賞(10万円のギフト券)

【やりたい夢部門】

最優秀賞:賞状+副賞(5万円のギフト券)

※両部門ともに他、優秀賞、入選あり

③9/26(金)

詳しい情報・問い合わせ先などはサイトからご確認ください。
https://www.shimane-ikiiki.jp 島根いきいき広場 助成金

➀助成金名 ②助成額（助成内容）➂締切

①2025年度第14回

ソーシャル・ジャスティス基金助成

②1件あたり上限100万円

総額400万円

③9/18(木)23:59

①JAしまね

令和7年度地域貢献・地域活性化支援事業

(地域活性化団体活動表彰)

②1団体あたり10万円

③9/30(火)

①はるやま財団

障害者支援団体等の活動に対する支援事業

②1件あたり50万円以内

③9/30(火)

①正力厚生会

2026年度助成

②1団体あたり50万円以下

③10/17(金)

①JAしまね

令和7年度地域貢献・地域活性化支援事業

(フードバンク・子ども食堂活動支援)

②1団体あたり10万円限度

③10/31(金)

➀図書館振興財団

2025年度提案型助成事業

②1件あたり原則上限3,000万円

総額上限1億円

③10/22(水)17:00必着

①森村豊明会

2025年度後期助成金事業

②1件あたり 原則300万円限度

③10/31(金)必着

①愛恵福祉支援財団

社会福祉育成活動推進のための

2025年度助成事業

②1団体あたり30万円限度

総額2,500万円

③9/30(火)

①程ヶ谷基金

2025年度男女共同参画・少子化関連顕彰

事業

②1件あたり上限60万円

③9/30(火)必着

県内在住者向け講座「ローカルプレイヤー初めの一歩講座」募集スタート！

島根いきいき広場 - 助成金情報 -

関係人口事業 Information

今年度から、県内で地域づくり活動を始めたい方や始めたばかりの方を対象に、

「ローカルプレイヤー初めの一歩講座」を開講します！この講座は、地域活動を

行っている先輩たちの活動現場を訪れ、どのように活動に仲間を巻き込んでいる

か？資金を作っているか？どう活動を続けているのか？など、様々な事例や経験

談から現場のリアルを学びます。ご参加お待ちしています！

申込・詳細は
こちら▼

対象 島根県内在住の地域づくり・団体活動を始めたい人/始めたばかりの人/もっとやりたい人等

受講料 無料 ※現地までの交通費や食費は、各自負担となります

定員 各コース15名 ※定員を超える申込みがある場合は、選考となります

日程 東部コース：１回目：11/1（土）、２回目：12/6（土）、交流会：1/25（日）
西部コース：１回目：11/8（土）、２回目：12/13（土）、交流会：1/25（日）

11月から全３回の
講座開始。東部・西部
の２コース開講！



Facebookも日々更新中！
しまね県民活動支援センター
で検索してみてください♪

[松江事務局]

〒690-0003 松江市朝日町478-18 松江テルサ3階

TEL (0852)28-0690  FAX (0852)28-0692

E-mail： chiiki@teiju.or.jp

[石見事務所]

〒697-0034 浜田市相生町1391-8 シティパルク浜田2階

 石見産業支援センター「いわみぷらっと」内

 TEL (0855)25-1600  FAX (0855)25-1630

 E-mail： iwami@teiju.or.jp

（しまね県民活動支援センター）

発行元

https://www.shimane-ikiiki.jp/

島根県では、皆様からの寄附金で積み立てた
「しまね社会貢献基金」を活用し、NPO法人
やボランティア団体等の社会貢献活動を支援し
ています。こちらでは、基金を活用された団体
の活動をご紹介します。

つながる寄附、広がる活動
─しまね社会貢献基金はあなたの活動を応援します！─

Special feature

特定非営利活動法人よつばキッズスクール

[住所]益田市あけぼの西町9-15

[電話] 090-7723-0428

[HP] https://yotubakids-school.jimdofree.com/

取材を通して感じたこと

団体紹介・理念（ミッション）

県内NPO情報 R7年6月末 現在

県内ＮＰＯ法人数

全体 271

内認定 6

内特例認定 1

しまね社会貢献基金登録団体数 80

だんだん認証レベル取得団体数

全体 42

内レベル２ 31

今年度はさらに進化を遂げ、敷地内でバケツ稲を栽培し、より身近な場所で成長を観察。さらに、
都内の米袋メーカーとの連携により、子どもたちが描いたイラストでオリジナル「よつば米」を製
作し、大切な人に贈るという、社会と結びついた新たな学びにも取り組んでいます。

事業の内容・実績

▲バケツ稲の様子

令和6年度「未来のお米ヒーロー事業」

学童は単なる「預かり施設」ではなく、子どもたちの豊かな成長を支援する「学びの場」であることを感じました。こ
の事業では、益田市の地域資源や人と人との近さを最大限に生かし、地域全体で子どもたちを見守る姿に感銘を
受けました。未来を担う子どもたちが、多様な経験を通して大きく羽ばたくことを心から期待しています。

また、県の寄附者設定テーマ事業の支援金を利用し、広報誌を作成し地域の
方へ配布したところ、大きな反響を呼び、「すごいことをしているね」といった声
が多数寄せられました。作業する子どもたちを見て、「何をしているの？」「田ん
ぼの周りで子どもが走る。懐かしい光景だね」と声をかけられることも。
広報誌によって活動を知った地域の方から「会社見学においで」とお誘いい
ただくなど、スクールの活動が広がるきっかけともなっています。
この事業を通じて、お米嫌いだった子が苦手を克服したり、昨年の経験者が
初めて参加する子に教えたりといった、子どもたちの成長が見られました。

や体験を提供し、子育て家庭を支援することで、地域による教育格差、家族時間の減少など、多様な課題を解消
し、すべての子供が健やかに成長できる社会の実現を目指し、日々取り組まれています。

よつばキッズスクールは、益田市初の民
間学童施設です。地域の子どもたちの
「放課後の居場所」として、多様な学び

令和７年度は「未来のお米ヒーロー“ズ”事業」

インタビュー

よつばキッズスクール

理事長 岩田さん

▲配布した広報誌

▼昔ながらのはぜかけ

▲田植えが終わって記念撮影！

子どもたち自身が活動を企画する「子ども会議」で「米作りがしたい」という意見
が出たこと、給食の残飯問題やお米嫌いの子どもが増えている現状から、益田市
の豊かな田んぼを生かして、「お米ヒーロー事業」がスタートしました。
この事業は、代かき、田植えから稲刈り、精米、調理やしめ縄づくりなどを年間を通
して行う点が大きな特長。それぞれの行事を、農家の方、保護者、JA、NPO法人コ
アラッチ、そして地域の方々といった大人たちと連携して行いました。手作業だけで
なく、トラクターに同乗したり、ドローンを使った作業を見学したり、現代の効率化さ
れた手法を学び、「農業＝つらい」と思わせない工夫をしています。
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